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論 文 題 目 
デュアル・チャンネル・モデルに基づく 
e ラーニング・マルチメディア教材におけるポインタ提示の効果分析 

 要  旨 

e ラーニングにおいて効果的な教材の開発手法の研究は重要な研究トピックの一つである．これまで

にも教育工学や教育心理学の分野において効果的なコンテンツ開発手法の研究は多く行われてきた

が，それらは学習中の認知負荷を如何に減少させるかという問題に帰着させることが多い． 
学習中の認知負荷は(1)教材の難易度によってもたらされる本来の認知負荷，(2)教材の提示方法に関

する外的認知負荷，に分類される（Sweller and Chandler 1994, Sweller 1999）．本論はこの外的認知

負荷を減少させることを目的とし，人間の認知情報処理モデル「デュアル・チャンネル・モデル」に

基づき，視覚コンテンツ（テキスト，画像）と聴覚コンテンツ（ナレーション），ポインタを同期して

提示するマルチメディア教材が作業記憶容量の資源配分を効率化させるとともに伝達される情報量を

増加させると仮定する． 
本仮定の妥当性を示すため，ポインタの有り無しの統制実験を，e ラーニングでの様々なコンテンツ

提示環境（(1)ナレーション，(2)テキスト(ナレーションの有り無し)，(3)画像，(4)画像＋テキスト(ナ
レーションの有り無し)，(5)動画，(6)動画＋テキスト）の下で実施し，アイマークレコーダにより被

験者 130 名の視点を測定するとともに，記憶保持・内容理解テストおよびアンケート調査を行い，e
ラーニングにおいて効果的なコンテンツ開発法およびそれを実現するコンテンツ開発支援システムを

開発した． 
実験から以下の結果を得た． 

• デュアル・チャンネル・モデルに基づくマルチメディア教材の有効性を追認する分析を行った結果，

視覚コンテンツのみのほうが聴覚コンテンツのみよりテスト結果が良かったが，それらに画像コン

テンツを加えただけで，テスト結果が逆転することが示された．このことは，デュアル・チャンネ

ル・モデルにおける聴覚チャンネルと視覚チャンネルの独立な作業記憶容量があるので，視覚＋視

覚コンテンツでは視覚チャンネルに情報が集中し，作業記憶でオーバーフローが生じていると解釈

できる．すなわち，先行研究では示されなかったデュアル・チャンネル・モデルの妥当性を向上さ

せる結果を提示できた． 
• アイマークレコーダを用いて得られた学習者の注視点データより，動画以外で，eラーニングにおけ

るポインタ提示によって学習者の視点が有意にコントロールされ，聴覚チャンネルと視覚チャンネ

ルの同期性が向上することが確認された． 
• ポインタによる聴覚チャンネルと視覚チャンネルの同期から，単純な用語のみなどの表層的な知識

を問うテストではポインタの効果は確認されなかったが，深いレベルの理解を問うテストではポイ

ンタの効果が確認された． 
• 深いレベルの理解を問うテストから，動画を用いたコンテンツ，画像を用いたコンテンツ，テキス

ト・コンテンツの順に有意水準５％で正答率が高くなり，この順序はポインタを導入しても変化す

ることは無いことが分かった． 
• 3日後にも同一のテストを行った結果から，ポインタの効果は作業記憶だけでなく，長期記憶での記

憶保持にも効果があることが示された． 
• アンケートを行った結果，マルチメディア教材におけるポインタ提示によって，学習者のコンテン

ツ視聴時の負担が軽減されていると感じていることが示された． 
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